
　

　

　

　　

　　

　

　

　

一般質問

防
災
力
の
強
化
は
、
自

助
・
共
助
・
公
助
が
重

要
で
あ
る
が
、
公
助
の
基
盤

で
あ
る
道
路
や
橋
な
ど
の
社

会
資
本
の
老
朽
化
が
進
み
、

防
災
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

る
。
防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
施
設
の
長
寿

命
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

町
長

道
路
・
橋
梁
・
上
下
水

施
設
の
長
寿
命
化
は
必
要
で

あ
る
。
本
町
の
各
施
設
は
老

朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
財

政
面
か
ら
も
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
緊
急
度
・
利
用
度
を

考
慮
し
、
国
・
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
順
次
進

め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

学
校
、
医
療
機
関
、
福

祉
施
設
な
ど
の
耐
震
化

や
防
災
・
減
災
対
策
は
。

町
長

小
学
校
は
神
石
小
学
校

の
新
校
舎
完
成
で
耐
震
化

１
０
０
％
と
な
っ
た
。
中
学

校
の
耐
震
化
は
、
統
合
中
学

校
が
完
成
す
れ
ば
１
０
０
％

と
な
る
。

  

町
立
病
院
の
一
部
建
物
が

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
。

建
て
替
え
又
は
耐
震
補
強
工

事
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

保
育
所
は
、
耐
震
診
断
を

実
施
済
み
で
、
５
施
設
と
も

構
造
耐
震
指
標
を
満
た
し
て

い
る
。
福
祉
施
設
の
一
部
に

旧
耐
震
基
準
の
建
物
が
あ

る
。
移
転
、
修
繕
、
使
用
制

限
な
ど
必
要
な
措
置
を
検
討

す
る
。二

次
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
学
校
施
設
の
天
井
や

照
明
器
具
、
設
備
機
器
、
窓

ガ
ラ
ス
な
ど
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

は
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

問

森
林
法
の
改
正
で
、
届

出
義
務
な
ど
が
厳
し
く

な
っ
た
。

　
本
町
の
森
林
に
適
合
す
る

の
か
、
こ
の
法
改
正
で
森
林

の
保
護
・
整
備
が
進
む
の
か
。

町
長

国
の
法
律
で
あ
り
山
林

所
有
者
変
更
届
出
は
、
外
国

資
本
に
よ
る
買
収
防
止
。

　

所
有
者
不
明
の
林
地
へ
の

作
業
道
な
ど
の
設
置
が
簡
素

化
さ
れ
る
。

　

無
届
伐
採
の
中
止
命
令
は

災
害
防
止
な
ど
に
つ
な
が

り
、
今
後
、
森
林
整
備
計
画

Ｑ

Ｑ

問

の
見
直
し
で
、
森
林
整
備
は

進
む
。森

林
整
備
計
画
の
見
直

し
作
業
は
。

町
長

個
人
で
も
可
能
だ
が
、

経
費
も
か
か
り
、
森
林
組
合

な
ど
で
行
う
事
も
で
き
る
。

　

現
在
の
計
画
の
見
直
し
で

不
具
合
の
解
消
も
で
き
る
。

家
屋
・
道
路
な
ど
に
危

険
性
の
あ
る
立
木
伐

採
も
届
出
義
務
が
発
生
す
る

が
、
町
が
独
自
に
特
別
区
域

な
ど
の
指
定
を
受
け
、
緩
和

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ

Ａ

丸山達夫議員

町
長　

国
の
法
律
で
あ
り
、
町

と
し
て
の
緩
和
策
は
無
理
で

あ
る
。

　

こ
の
法
律
を
発
展
的
に
理

解
し
て
ほ
し
い
。

森
林
法
が
住
民
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
な

運
用
を
求
め
る
。

町
長
　

法
律
の
遵
守
は
当
然
で

あ
る
。

インフラ(社会資本）の
長寿命化推進を

改正森林法の影響は

Ａ

Ａ

ＡＡ

寄定秀幸議員

答 緊急度を考慮し計画的に順次進める答 適正運用で整備は進む

一般質問

問

合
併
後
の
取
組
み
の
総

括
と
本
年
度
予
算
の
見

通
し
は
。

町
長

本
年
度
の
見
通
し
は
あ

る
程
度
実
績
が
上
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

合
併
後
の
主
な
取
り
組
み

は
、
①
行
財
政
改
革
に
て

「
三
つ
の
過
剰
」
の
解
消
に

向
け
た
取
組
み
、
財
政
健
全

化
の
堅
持
、
財
政
状
況
を
踏

ま
え
た
長
期
計
画
の
策
定
。

②
経
済
的
活
性
化
で
は
、
定

住
対
策
、
産
業
・
観
光
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
。
③
精
神
的
活

性
化
で
は
、
福
祉
・
保
健
・

生
活
・
教
育
対
策
事
業
、
地

域
の
支
え
合
い
な
ど
だ
。

今
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
が「
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
２
期
の
町
政
で
合
併

の
効
果
を
十
分
に
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
と
思

う
か
。町

長
合
併
す
れ
ば
地
域
の
総

合
力
が
上
が
る
と
思
っ
た
が

プ
ラ
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

合
併
は
バ
ラ
色
で
は
な
い

と
い
う
危
機
感
を
も
っ
て
町

ＱＡ

Ａ

答

問 農業の６次産業化への
取り組みは

合併後の取り組みの
総括は

　

小
学
校
の
「
学
力
」
と
、

小
中
学
校
と
も
に
「
活
用

力
」に
課
題
が
あ
る
。

　

把
握
し
た
課
題
は
学
校
と

教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
検

証
し
解
決
に
あ
た
る
。

商品開発などソフト面の充実が重要
木野山孝志議員村上克朗議員

答 危機感が活性化につながった

政
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
財

政
再
建
や
活
性
化
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。

今
後
の
県
立
油
木
高
校

の
存
続
と
町
立
病
院
の

あ
り
方
は
。

町
長

ど
ち
ら
も
あ
り
方
に
つ

い
て
は
発
想
の
転
換
も
必
要

か
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
学
力
状

況
調
査
の
結
果
と
、
判

明
し
た
課
題
へ
の
対
策
は
。

教
育
長

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ ＡＡ

＝
そ
の
他
の
質
問
＝

 

①
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

へ
の
対
応 

②
い
じ
め
防
止

対
策
③
通
学
路
の
安
全
対
策

教
育
長　

非
構
造
部
材
の
調
査
を

し
、
対
応
に
努
め
る
。

路盤改良工事が完成した橋（三和・大矢）

神石高原輝きの森

授業風景（三和小学校５年生）

最盛期のぶどう出荷（豊松地区）

昨
年
３
月
定
例
会
で
の

質
問
に
対
す
る
町
長
答

弁
に
お
け
る
、
農
・
工
・
商

連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
へ

の
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長

未
来
創
造
支
援
事
業

で
、
新
規
に
未
来
戦
略
室
を

設
け
て
検
討
。
ロ
ー
ソ
ン
の

商
品
開
発
部
で
い
く
つ
か
販

売
が
で
き
、
農
産
加
工
商
品

研
修
会
を
開
催
。

ト
マ
ト
・
ニ
ュ
ー
ピ

オ
ー
ネ
な
ど
価
格
が

安
い
時
期
、
格
落
ち
商
品
を

ピ
ュ
ー
レ（
半
液
体
状
）
に

加
工
し
、
急
速
冷
凍
機
で
高

付
加
価
値
商
品
を
作
る
。
こ

の
冷
凍
ピ
ュ
ー
レ
自
体
を
加

工
業
者
に
販
売
す
る
、
ま
た

本
町
で
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス

に
加
工
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。

町
長

リ
ス
ク
を
伴
う
の
で

ソ
フ
ト
面
で
商
品
開
発
に
向

け
、
順
序
良
く
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
よ
る
と
い
じ
め
が
あ

る
が
、「
隠
れ
た
い
じ
め
」は

な
い
の
か
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

教
育
長

い
じ
め
が
潜
ん
で
い
な

い
か
、
日
記
や
行
動
の
変
化

に
注
意
を
払
う
。

い
じ
め
を
見
て
見
ぬ
振

り
を
し
た
り
自
分
に
被

害
が
及
ば
な
い
よ
う
な
傍
観

者
も「
い
じ
め
」
を
助
長
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
児
童

生
徒
に
認
識
さ
せ
、
い
じ
め

を
生
ま
な
い
、
自
ら
解
決
し

よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
学

校
や
保
護
者
の
連
携
が
必
要

で
は
。教

育
長

い
じ
め
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

の
再
配
布
や
情
報
収
集
に
努

め
る
。学

校
教
育
法
第
35
条
の

施
行
は
、
犯
罪
に
あ
た

る
問
題
で
あ
れ
ば
考
え
る
こ

と
も
指
導
の
一
つ
で
は
。

教
育
長

子
ど
も
の
命
を
守
る
こ

と
を
前
提
に
検
討
す
る
。

Ａ
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